
○

(ｶ)

○

○

(ｷ)

電気消費量（電灯・電力使用量）

○ 公共交通機関利用者数

○ 再生可能エネルギーの導入量（太陽光発電を除く）

○ 太陽光発電設備の発電出力

○ フロンの回収量（ＣＦＣを除く）

酸性雨ＰＨ（年間平均値）

海外からの環境施設視察者数

(2) オゾン層保護対策の増進

(ｲ) 適正回収・処理の推進

(ｱ) 脱フロン化の推進

(ｲ) 人的交流の推進

(3) 酸性雨対策の推進

(4) 国際的取組の推進

新エネルギーの導入促進

自動車からの二酸化炭素排出削減対策の推進

廃棄物の減量等による温室効果ガス排出削減対策の推進

二酸化炭素以外の温室効果ガス排出削減対策の推進

ヒートアイランド対策の推進

(ｳ)

(ｱ) 国際交流の推進

(ｴ)

(ｵ)

り脱温暖化社会を目指すまち

1 国際的連携と地域的取組によ (ｱ) 総合的かつ計画的な地球温暖化対策の推進

(ｲ) 省エネルギーの推進

(1) 地球温暖化対策の推進

○

○ 市街地の緑被率

二酸化炭素排出量（以下の５部門の計）

○ 〃 （産業部門）

○ 〃 （運輸部門）

○ 〃 （民生・家庭部門）

○ 〃 （民生・業務部門）

○ 〃 （廃棄物部門）

環境指標

○ 温室効果ガス排出量

２　施策体系と環境指標

長期的目標
（５つ）

基本施策（施策の大綱）
（１７施策）

推進施策
（５２施策）

施策体系

・京都

現行 環境基本計画（京の環境共生推進計画）の概要

１　基本事項

位 置 付 け 京都市環境基本条例第３条に掲げられた基本理念のもと，同条例第９条の規定に基づき策定した環境の保全に関する環境行政のマスタープラン。

目指す環境像 環境への負荷の少ない持続可能なまち『環境共生型都市・京都』

計 画 期 間 平成１８年度～平成２７年度（１０年間）

主 な 特 徴 ５つの長期的目標を設定し，総合的・体系的な施策の推進　／　指標を用いた適切な計画の進行管理システムの構築

参考資料３ 



環境指標長期的目標
（５つ）

基本施策（施策の大綱）
（１７施策）

推進施策
（５２施策）

施策体系

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

○ 水質汚濁に係る市保全基準達成率(ＢＯＤ)

○ 水質汚濁に係る市保全基準達成率(ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類河川水質)

○

地下水に係る市
保全基準達成率

○

○

(ｲ) 地盤環境の保全

2 公害のない健康で安全な環境 (1) 大気環境の保全

が保たれるまち・京都

二酸化硫黄（一般局）

(3) 土壌・地盤環境の保全 (ｱ) 土壌環境の保全

○

○

大気汚染に係る
市保全基準
達成率

○

○

(2) 水環境の保全

(ｲ) 生活排水対策の推進

(ｳ) 健全な水環境の確保

(ｱ) 工場・事業場対策の推進

○

○

○

○

○

(ｲ) 移動発生源対策の推進

(ｱ) 工場・事業場対策の推進

二酸化窒素
（当分の間）

一般局

自排局

一酸化炭素（自排局）

浮遊粒子状物質

○ 工場・事業場からの窒素酸化物排出量

○ 大気汚染に係る苦情件数

○ 大気汚染に係る市保全基準達成率(ダイオキシン類)

有害大気汚染物
質に係る市保全
基準達成率

○

○

○

ベンゼン

トリクロロエチレン

一般局

自排局

光化学オキシダント（一般局）

降下ばいじん（一般局）

○

1,2-ジクロロエチレン

テトラクロロエチレン

砒素

その他の物質

○ 地下水に係る市保全基準達成率(ダイオキシン類)

○ 生活排水処理率(公共下水道，合併処理浄化槽等)

○ 透水性舗装延長

○ 水質汚濁に係る苦情件数

○ 工場汚染に係る市保全基準達成率

○ 工場汚染に係る市保全基準達成率(ダイオキシン類)

○ 土壌汚染に係る苦情件数



環境指標長期的目標
（５つ）

基本施策（施策の大綱）
（１７施策）

推進施策
（５２施策）

施策体系

循環的に利用するまち・京都

(1) 一般廃棄物対策の推進

(2) 産業廃棄物対策の推進

5 すべての主体の知恵と工夫と

(ｴ) 人材の育成と活用

(ｱ) 総合的な環境教育・学習の推進

(ｲ) 学校における環境教育・学習の推進

(ｲ) 適正処理・不法投棄対策の推進

行動で環境を支えるまち・京都

(1) 環境教育・学習の推進

(ｱ) 発生抑制・再生利用の推進

(ｳ) 家庭や地域における環境教育・学習の推進

3 自然と共生し，うるおいと安

らぎのあるまち・京都

(1) 自然環境の保全

(2) 快適環境の確保

4 ごみの減量化を進め，資源を

(ｳ) 緑の保全と創造

(ｴ) 水辺環境の保全と創造

(ｲ) 分別・リサイクルの拡大

(ｳ) 適正処理の推進

(ｱ) 発生抑制・再使用を重視したごみ減量化の促進

(ｱ) 歴史的文化環境の保全

(ｲ) 都市景観の保全

(ｴ) 自然とのふれあいの確保

(ｲ) 農地の保全と活用

(ｳ) 生物多様性の保全

(ｲ) 環境リスク管理の促進

(ｱ) 森林の保全と適正管理

(ｱ) 有害化学物質による環境汚染防止対策の推進

(ｳ) 日照阻害・電波障害等の防止

(ｴ) 公害等に係る苦情の対応

(5) 化学物質対策の推進

(ｱ) 騒音・振動対策の推進

(ｲ) 悪臭防止対策の推進

(ｵ) 新たな環境問題への対応

(4) 生活環境の保全

○ 新幹線鉄道振動に係る指針達成率

○ 騒音・振動及び悪臭等に係る苦情件数

○ 森林面積

○ 有害化学物質届出・移動量

○ 一般騒音に係る市保全基準達成率

○ 自動車騒音に係る市保全基準達成率

○ 新幹線鉄道騒音に係る市保全基準達成率

○ 森林保育・造林面積

○ 耕地面積

○ 鳥獣保護区数

○ 自然体験学習の場利用者数

○ 緑に係る市保全基準(市街地)

○ １人当たり公園面積

○ 市街地の緑被率

○ 景観地区指定面積

○ 指定文化財等件数

○ 親水性のある河川空間の整備延長

○ 一般廃棄物再生利用率

○ 一般廃棄物市最終処分量

○

○ 使用済てんぷら油の
回収拠点数・回収量

回収拠点数

回収量

○ 環境関連施設利用者数

○ 産業廃棄物発生抑制率

○ 産業廃棄物再生利用率

○ 産業廃棄物埋立処分率

○ 環境保全活動プログラム参加者数

○ 人材育成数

○ 保存樹・保全樹林数

○ 一般廃棄物市受入量



環境指標長期的目標
（５つ）

基本施策（施策の大綱）
（１７施策）

推進施策
（５２施策）

施策体系

(ｲ) グリーン商品・サービス等の普及

環境関連産業の育成

(ｳ) 民間団体等の環境保全活動の促進

(ｱ) 市民の環境保全活動の促進

(ｲ) 事業者の環境保全活動の促進

○ 京都バイオ産業技術フォーラム会員数

ュニケーションの推進

(4) 環境関連産業の育成と技術開

発の推進

(2) 環境保全活動の促進

(3) 広範な主体の参加と環境コミ

(ｲ) 環境情報の収集と提供

(ｳ) 協働の場づくりと連携の強化

(ｱ) 広範な主体による参加の促進

(ｳ) 技術開発の推進

(ｴ) 地域コミュニティの活性化

(ｱ)

○

○

環境政策局ホームページアクセス数

環境政策局所管の審議会等の公募委員数

○

○

○ ＫＥＳ認証取得（保育）件数

○

○

京都市政出前トーク　環境政策局所
管テーマ出講件数・参加者数

出講件数

参加者数

こどもエコクラブ
参加団体・参加者数

参加団体数

参加者数

○ 民間団体数

○ エコイベント登録数


